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本研究の 目的は現在情報処理 のために広 く使われているルール駆動であるチュー リング
型計算機 の機能の限界を超 えて、高度な知的機能を有す る新 しいアーキテ クチ ャの情報処
理 システムの設計開発を行 うことであ り、以下に示す3段 階で進めている研 究の基礎部分
である。
1)自 己組織化専門知識基盤
意味関係 に対応 した概念記憶構造モデルに基づ く専門領域知識の資源化
対象応用領域の例は先端機能性材料や医薬品合成経 路の研究開発
2)学 習 ・思考機構 に基づく研 究開発支援 システム
意 味理解 、情 報生 成 、類 推 、帰 納推 論 、仮説 生成 、評 価、判断 な どの高度 な学習 ・思
考機 能 用 ソフ トウェア システ ムの 開 発
3)動 的 ・多重 ・均 質化 ハイパ ー コネ クシ ョン超 並列 マ シ ン
従 来型 のプ ログ ラム主導型 計 算機 で は な く、学 習 に よ り蓄積 され た 知識 主 導型 の 「超
脳型 コ ン ピュ0タ 」 の設計 開発
今 回 の研 究 で は これ らの基礎 と して 「ハ イ パ ー ブ レイ ンシ ミュ レー タ によ る学 習機 械 の
産 学 協 同開発 研 究」を行 った。 現 在 主 流 の計 算機 とは原 理 的 に異 な る 自己組 織 化(学 習)
知識 主導 の システ ム は、欧米 で ほ とん ど行 われ て いな い情 報 の特性や 構 造の解 析 の成果 と
して 得 られ た独 自の概 念記憶構 造の モデル に基 づ くもの で提案者 等 の研 究業績 リス トに も
示 して あ るよ うに基本 理論 は確 立 され て い る。 今 回 は具 体的 に システ ム を設 計 し、 中核 と
な る知識 の 自己組織 化 システ ム を設 計 、構 築 し対 象デ ー タ と して情報 処理 お よび人 工知 能
関係 の 文献や 辞書 を入 力 した 、理論 の実 証 を行 い、応 用 の展 開 の見通 しを得 た。 新 しい原
理 に基づ くので最 終的 には 専用 のハ ー ドウェア も必要 とす るが、今 回 は主 と して 知識 資源
の収 集 、入 力 、資 源 化 ソフ トウェアの開発 が進 みそ の一 部 は情 報 処理 学会やNACSISの ワ
ー ク シ ョ ップで発 表 した
。
また 本研 究 の実施 に あた り関係す る地域 企 業 に説 明 し、 とくに熱心 で技術 的 に も必 要 な
経験 、専 門家 を有 して い る企業 との連携 を とって進 め て きた。
ハ イパ ー ブ レイ ン システ ムは 「意 味 関係 の学習 可能 な概 念 記憶構 造 の新 しい モデル 」 に
基づ くもので 、 これ か らの高度 情報 化社会 を先 導す る方 式 と我 が国独 自のセ ン タン技 術製
品 を産 み 出す た めの研 究で あ り、情報 関連 企 業の 多い 当地 に適 した もの であ る こ とで 関係
者 の 関心 を引 いてい るので今後 もその よ うな企 業 との連 絡 を密 にす る こ とにな って い る。
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